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2 本日ご議論いただきたい事項 

◼ 第89回本委員会（2025年5月30日）において、広域系統整備に関する長期展望のレビュー（以
下「長期展望レビュー」という。）の基本的な考え方や検討の進め方を整理し、検討を開始した。

◼ 第94回本委員会（2025年10月31日）では、長期展望レビューの前提条件のうち、需要（年間総
電力量およびロードカーブ）と電源（電源ごとの設備量）の設定について整理した。

◼ 本日は、長期展望レビューにおけるシナリオの設定、および需要・電源のエリア配賦についてご議論
いただきたい。

項目 長期展望レビューの前提（需要と電源の設定）

需要

年間総電力量
＜第94回本委員会で整理＞
• 将来の電力需給シナリオの12,500億kWhモデル（2050年）。

要素ごとのロードカーブ

＜第94回本委員会で整理＞
• 将来の電力需給シナリオの考え方を基本に設定（ベースカーブを想定し、DR・

蓄電池を考慮）
• 現行の長期展望と同様、水素製造・DACの可制御需要を模擬。

シナリオ・エリア配賦 本日ご議論いただきたい事項

電源
電源ごとの設備量

＜第94回本委員会で整理＞
• 第7次エネルギー基本計画（以下「第7次エネ基」という。）や国の審議会にお

ける政策的議論等を踏まえて、設備量を設定。

シナリオ・エリア配賦 本日ご議論いただきたい事項
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出所）第88回広域系統整備委員会（2025年3月21日）資料1 一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2024/files/seibi_88_01_01.pdf

（参考）広域系統整備に関する長期展望のレビュー

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2024/files/seibi_88_01_01.pdf
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出所）第89回広域系統整備委員会（2025年5月30日）資料2 一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_89_02_01.pdf

（参考）長期展望レビューの進め方

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_89_02_01.pdf
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6 【振り返り】 現行の長期展望におけるシナリオの設定について

◼ 第2次広域系統長期方針の広域系統整備に関する長期展望（以下「現行の長期展望」という。）で
は、需要・電源の政策誘導を考慮した複数シナリオを検討した。

◼ 具体的には、増強方策及び増強規模は需要と電源の立地等のアンバランスの度合いに影響を受ける
ため、ベースシナリオに加え、需要のエリア配賦の異なるシナリオを設定し、選択肢の範囲として増強
方策及び系統増強の規模等を見極めた。なお、電源のエリア配賦は各シナリオで同じ条件とした。

出所）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）別冊（資料編）（2023年3月29日）
https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf

https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf


7 （参考）現行の長期展望での各シナリオのストーリーについて

出所）第16回広域連系系統のマスタープラン及び系統利用ルールの在り方等に関する検討委員会（2022年3月11日）資料1
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/masutapuran/2021/files/masuta_16_01_01.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/masutapuran/2021/files/masuta_16_01_01.pdf


8 長期展望レビューにおけるシナリオの設定について

◼ 長期展望レビューの目的※を鑑み、現行の長期展望と同様、ベースシナリオ（ベースとなる需要・電源
のエリア配賦）を設定したうえで、需要のエリア配賦を変化させて需要と電源のアンバランス度合が
異なるシナリオを設定し、複数シナリオの幅で増強方策等を評価することでどうか。

✓ベースシナリオ：政策誘導等により、需要と電源のアンバランスが一定程度解消されるシナリオ

✓電源立地地域への需要誘導が進展するシナリオ：政策誘導等により、需要と電源のアンバランスがベースシナリオ
に比べて更に解消されるシナリオ

✓電源立地地域への需要誘導が限定的なシナリオ：政策等による需要誘導が限定的で需要と電源のアンバランス
が継続するシナリオ

※ 第7次エネ基で示されたデータセンター等による電力需要変化の見通しなどの
状況変化が現行の長期展望に及ぼす影響を評価

＜長期展望レビューでのシナリオのイメージ＞

電源立地地域への需要誘導
が限定的なシナリオ

電源立地地域への需要誘導
が進展するシナリオ

アンバランス

大

小

増強規模

時間

ベースシナリオ

需要のエリア配賦を変化（電源のエリア配賦は各シナリオで同じ条件）

長期展望レビューでの評価
（複数シナリオの幅で評価）



9 （参考）長期展望レビューの目的

出所）第94回広域系統整備委員会（2025年10月31日）資料3
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf
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11 長期展望レビューにおける需要のエリア配賦について（ベースシナリオ）

◼ 長期展望レビューの年間総電力量は、現行の長期展望の算定方法で状況変化を反映した試算値と
同水準である、将来の電力需給シナリオでの12,500億kWhモデルを活用することとした。
また、ロードカーブは、現行の長期展望と考え方は同様だが、より精緻な設定を行っている将来の電力
需給シナリオの考え方を基本に設定することとした。（第94回本委員会で整理）

◼ こうした中、第11回将来の電力需給シナリオに関する検討会（2026年3月10日）において、需要
18要素ごとの特徴を踏まえたエリア配賦の考え方が整理されたことから、今回の長期展望レビューでは、
年間総電力量・ロードカーブと同様に、需要のエリア配賦についても将来の電力需給シナリオで示され
た値をベースシナリオとして設定することでどうか。

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 合計

ベースシナリオ
（将来の電力需給シナリオ
のエリア配賦※にて設定）

610 1,020 4,350 1,850 330 1,930 900 310 1,210 12,500

＜長期展望レビューにおける需要のエリア配賦＞
[単位：億kWh]

※ 2050年の12,500億kWhケース



12 （参考）将来の電力需給シナリオに関する検討会における需要のエリア別配賦

◼ 将来の電力需給シナリオにおけるエリア配賦は、要素ごとに世帯数や供給計画相関式、情報通信業
電力量等のデータをもとに設定されている。（詳細は下図参照）

◼ データセンターは供給計画における個別計上値をベースにしつつ、将来的な地域分散を考慮し、個別
計上のないエリア（北陸・四国）にも一定の配賦を設定している。水素製造やDACは、再エネ拡大
割合等の大きいエリア（北海道・東北）に配賦している。

出所）第11回将来の電力需給シナリオに関する検討会（2026年3月10日）資料3
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/11/shoraijukyu_11_03.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/11/shoraijukyu_11_03.pdf


13 （参考）将来の電力需給シナリオにおけるエリア配賦結果

出所）第11回将来の電力需給シナリオに関する検討会（2026年3月10日）資料3
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/11/shoraijukyu_11_03.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/11/shoraijukyu_11_03.pdf


14 （参考）将来の電力需給シナリオにおけるデータセンター・半導体の配賦

出所）第11回将来の電力需給シナリオに関する検討会（2026年3月10日）資料3
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/11/shoraijukyu_11_03.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/11/shoraijukyu_11_03.pdf


15 

出所）第94回広域系統整備委員会（2025年10月31日）資料3
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf

（参考）長期展望レビューにおける年間総電力量

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf


16 

出所）第94回広域系統整備委員会（2025年10月31日）資料3
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf

（参考）長期展望レビューにおけるロードカーブ

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf


17 （参考）将来の電力需給シナリオにおける需要モデルケース

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会の報告書（2026年2月25日 差替版）一部加工
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf
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19 【振り返り】 現行の長期展望における複数シナリオの前提条件について

◼ 現行の長期展望では、将来の不確実性を伴う水素製造やDACのエリア配賦をシナリオごとに変化
させた。需要立地誘導シナリオ（電源立地地域への需要誘導が進展するシナリオ）では、水素製造や
DACの約8割を再エネ設備量比率で配賦し、需要立地自然体シナリオ（電源立地地域への需要誘
導が限定的なシナリオ）では全量需要実績比率を用いて配賦した。

出所）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）別冊（資料編）（2023年3月29日）一部加工
https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf

https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf


20 長期展望レビューのシナリオで変化させる需要要素について
（電源立地地域への需要誘導が進展する／限定的なシナリオ）

◼ 長期展望レビューでも、各シナリオで一部の需要要素のエリア配賦を変化させることとし、変化させる
需要要素は、現行の長期展望と同様に水素製造およびDACとしてはどうか。加えて、将来増加分が
大きく、需要立地の影響が大きな大規模需要（データセンター・半導体）も対象とすることでどうか。

需要要素 電力量（億kWh）
ベースシナリオのエリア配賦の設定

（将来の電力需給シナリオのエリア配賦を活用）
長期展望レビューのシナリオで

変化させる需要要素

①基礎的需要（家庭） 2,300 世帯数×世帯当たり電力消費量 ー

②基礎的需要（業務） 3,800 供給計画相関式に基づく需要電力量（GDP・人口） ー

③省エネ＋電化（民生） ▲700
戸建集合世帯数×給湯HP普及率、灯油使用量、

基礎的需要（家庭+業務）
ー

④基礎的需要（産業） 3,350
供給計画相関式に基づく需要電力量（IIP） ー

⑤省エネ＋電化（産業） 200

⑥データセンター 1,400
供給計画個別計上値（2035年度）より推計。個別計上の
ないエリアに関しても一定の配賦がなされることを想定

〇（対象）

⑦半導体 300 供給計画個別計上値（2035年度）より推計 〇（対象）

⑧ネットワーク 250 情報通信業電力消費量 ー

⑨電化（運輸） 600 EV総走行距離、燃料消費量 ー

⑩自動車産業 150 輸送機械器具出荷額 ー

⑪鉄鋼 350 高炉別粗鋼生産能力（公表済み廃止・電炉を除く） ー

⑫自家発 300 業種別出荷額 ー

⑬水素製造 100 再エネ拡大割合の大きいエリア（北海道・東北）に配賦 〇（対象）

⑭DAC 100
再エネ拡大割合が大きく、

かつ貯蔵適地のあるエリア（北海道・東北）に配賦
〇（対象）



21 長期展望レビューにおけるエリア配賦の設定について（１／２）
（電源立地地域への需要誘導が進展する／限定的なシナリオ）

◼ ベースシナリオのエリア配賦の考え方や値も踏まえ、各シナリオのデータセンター・半導体・水素製造・
DACのエリア配賦の具体的な考え方は、以下の内容でどうか。

需要要素 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 合計

⑥データセンター 40 20 850 140 20 230 40 20 50 1,400

⑦半導体 90 40 α α α α 80 α 100 300

⑬水素製造 50 50 α α α α α α α 100

⑭DAC 50 50 α α α α α α α 100

＜（参考）ベースシナリオのエリア配賦（将来の電力需給シナリオのエリア配賦）（抜粋）＞ ［単位：億kWh］

要素 シナリオごとの設定の考え方

データセンター

• データセンターは、ワット・ビット連携関連実証事業で地方分散の促進が図られるなど新たな大規模データセンター
集積を形成することを目指したデータセンター集積型GX戦略地域が議論されているため、電源立地地域への
需要誘導が進展するシナリオではGX戦略地域の議論等を踏まえ別途設定。

• ベースシナリオで東京・中部・関西エリアに多く配賦されている（政策等による需要誘導が限定的でアンバランスが
継続されている）ため、電源立地地域への需要誘導が限定的なシナリオではベースシナリオと同値。

半導体

• ベースシナリオで東京・中部・関西エリアには配賦されておらず、北海道・九州エリアに多く配賦されている（電源立
地地域への誘導が進展している）ため、電源立地地域への需要誘導が進展するシナリオはベースシナリオと同値。

• 電源立地地域への需要誘導が限定的なシナリオでは、需要実績比率を用いて配賦（政策等による需要誘導が
限定的で需要実績と同様に増加し、アンバランスが継続するケースを想定）。

水素製造
DAC

• ベースシナリオですでに再エネ拡大地域に配賦されている（電源立地地域への誘導が進展している）ため、電源
立地地域への需要誘導が進展するシナリオはベースシナリオと同値。

• 電源立地地域への需要誘導が限定的なシナリオでは、需要実績比率を用いて配賦（政策等による需要誘導が
限定的で需要実績と同様に増加し、アンバランスが継続するケースを想定）。

※配賦結果が5万kW未満となる場合、"α"と表記



22 長期展望レビューにおけるエリア配賦の設定について（２／２）
（電源立地地域への需要誘導が進展する／限定的なシナリオ）

◼ 以上の内容をまとめると下表のとおり。データセンター・半導体・水素製造・DACのエリア配賦をシナリ
オごとに変化させ、複数シナリオの幅で増強方策および系統増強等を評価する。

◼ そのほかの需要要素はベースシナリオと同様とする。

シナリオで変化
させる需要要素

電源立地地域への
需要誘導が進展するシナリオ
（需要と電源のアンバランスが縮小）

ベースシナリオ
電源立地地域への

需要誘導が限定的なシナリオ
（需要と電源のアンバランスが継続）

⑥データセンター※ GX戦略地域の議論等を
踏まえ別途設定

供給計画個別計上値（2035年度）ベースに
個別計上のないエリアに関しても一定量を配賦

⑦半導体※ 供給計画個別計上値（2035年度）ベース 各エリアの需要実績比率

⑬水素製造 再エネ拡大割合の大きいエリアに配賦 各エリアの需要実績比率

⑭DAC
再エネ拡大割合が大きく、

かつ貯蔵適地のあるエリアに配賦
各エリアの需要実績比率

＜シナリオごとのエリア配賦の設定内容（エリア配賦を変化させる需要要素のみ記載）＞

※ エリア配賦を変化させる電力量は、2050年想定値と供給計画
における2035年度個別計上値の差分とする



23 （参考）GX産業構造実現のためのGX産業立地ワーキンググループ中間とりまとめ

出所）GX産業構造実現のためのGX産業立地ワーキンググループ中間とりまとめ（令和7年12月22日）一部加工
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/sangyoritchi_wg/pdf/summary.pdf



24 （参考）ワット・ビット連携関連実証事業

出所）GX 戦略地域制度に関する参考資料 一部加工
https://www.soumu.go.jp/main_content/001049595.pdf

https://www.soumu.go.jp/main_content/001049595.pdf
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26 【振り返り】 現行の長期展望における電源の前提条件について

◼ 現行の長期展望では、各シナリオにおいて同じ条件とし、供給計画最終年度の年度末設備量や既存
地点、洋上風力の開発動向等を考慮した。

出所）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）別冊（資料編）（2023年3月29日）一部加工
https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf

https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/files/chokihoushin_23_01_02.pdf


27 長期展望レビューにおける電源のエリア配賦について

◼ 長期展望レビューにおける電源ごとの設備量は、太陽光・風力等の再エネは、主力電源化や最大限の
導入といった現行の長期展望の考え方から第7次エネ基においても大きく変化していないことから扱いを
変更せず、原子力は最大限活用する方針等を反映した。（第94回本委員会で整理）

◼ こうしたことから、長期展望レビューにおける電源のエリア配賦は、現行の長期展望のエリア配賦と
同様の考え方とし、下表の内容で設定することでどうか。なお、将来の電力需給シナリオにおけるエリア
配賦では、導入量実績や接続契約受付実績等を考慮している。

＜長期展望レビューにおける電源のエリア配賦＞

電源 設備量 電源のエリア配賦

再
エ
ネ

太陽光 260GW

供給計画最終年度における設備量に加え、洋上風力
の開発動向、電源開発動向調査および接続契約申
込済の電源等を考慮して設定

陸上風力 41GW

洋上風力 45GW

水力、バイオマス、地熱等 34GW

揚水 27GW 供給計画最終年度における設備量を考慮して設定

火力 139GW
供給計画最終年度における設備量に加え、接続契約
申込済の電源等を考慮して設定

原子力 37GW 既存もしくは建設中の設備を考慮して設定

蓄電池 24GW 導入実績および再エネ設備量を考慮して設定



28 

出所）第94回広域系統整備委員会（2025年10月31日）資料3
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf

（参考）長期展望レビューにおける電源ごとの設備量

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf


29 長期展望レビューにおける電源に関する感度分析等について

◼ 現行の長期展望では、感度分析の中で電源のエリア配賦等を変化させた。例えば太陽光であれば、需
要比率で配置した場合で感度分析を行った。また、蓄電池は±20%の変動幅で設備量を変化させた。

◼ 今回の長期展望レビューにおいても、電源の立地誘導等による影響を確認するために、ベースシナリオに
て再エネ電源（太陽光・陸上風力・洋上風力）の一部を需要比率で配置した場合や蓄電池の設
備量を変化させた場合の感度分析を行うことでどうか。

◼ また、第94回本委員会において、再エネ設備量は将来の電力需給シナリオの値での結果も確認しては
どうかとのご意見があった。

◼ 広域系統整備に関する長期展望は、エネルギー基本計画に基づく国のエネルギー政策とも整合を図り、
2050年カーボンニュートラル実現を見据えた広域連系系統のあるべき姿を示すものである。

◼ 他方、将来の電力需給シナリオは、長期脱炭素電源オークション等の円滑な実施や計画的に電源開
発を進める上での参考とすることを目的とし、エネルギー基本計画等との整合を必ずしも前提とせずに
検討している。

◼ そのため、長期展望レビューでは、将来の電力需給シナリオでの再エネ電源（太陽光・陸上風力・洋
上風力）の値を活用した結果を参考として示すこととする。



30 （参考）将来の電力需給シナリオの策定の目的

出所）将来の電力需給シナリオに関する検討会 ③報告書詳細版（2026年2月25日 差替版）一部加工
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/shorai_jukyu/2025/files/shoraijukyu_houkokusyo_03.pdf


31 （参考）将来の電力需給シナリオにおける電源の設定

出所）第94回広域系統整備委員会（2025年10月31日）資料3 一部修正
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf

電源 設定内容（概要） 設備量※

再エネ

太陽光

• 一定の制約条件に基づきコスト最小化で導入量を計算

180GW

陸上風力 14.5GW

洋上風力 28GW

水力、バイオマス、地熱 37.5GW

揚水
• 再エネ導入拡大に伴い、点検等による停止頻度が増加すると

想定し、停止率を加味した利用可能な設備容量を設定

20GW
（設備量27GWに停止率を加

味した設備容量の値）

火力
• 「公表新設・廃止」「既設廃止（非効率石炭火力の廃止、

経年による廃止、産業構造変化に伴う廃止）」に加えて、経
年廃止時のリプレースの有無の２つのモデルケースを設定 66GW（リプレース無）

134GW（リプレース有）

水素・アンモニア
• 脱炭素化見通しを公表している発電所（水素・アンモニア専

焼等）に加え、公表していないLNG火力のうちCCS機能が
付加されていないものについては水素として設定

原子力
• 60年運転を仮定し、リプレースの有無の2つのモデルケースを

設定
23GW（リプレース無）

37GW（リプレース有）

蓄電池 • 一定の制約条件に基づきコスト最小化で導入量を計算
24GW

（需要地併設型蓄電池11GW、
系統用蓄電池13GW）

◼ 将来の電力需給シナリオは、技術検討会社の想定等に基づき設定され、電源ごとの設備量は下表の
とおり。

※ 総需要12,500億kWhモデルの値

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_94_03_01.pdf
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33 メリットオーダーの変化（燃料費・CO2対策コストの変化）が連系線潮流へ与える影響
（ベースシナリオ（増強前））

◼ 長期展望レビューにおける燃料費＋CO2対策コストは、現行の長期展望からメリットオーダーが変化（石炭がLNG
（MACC・ACC）よりも高価な想定）しているため、はじめに、燃料費・CO2対策コストのみ変更させた場合の連
系線潮流について、現行の長期展望における増強前※の潮流との差を確認した。

◼ 主に中部・関西エリアのLNGが広域的に取引され、東京エリア向きや中国・九州エリア向き潮流が増加する傾向と
なった。

[単位：万kW]

連系線潮流の横軸は、8760時間分の潮流を昇順に並べたもの

【凡例】
：現行の長期展望（ベースシナリオ（増強前））
：燃料費・CO2対策コストのみ変更

＜現行の長期展望（ベースシナリオ（増強前））における連系線潮流状況＞

東北向き

⇑
⇓

東京向き

北陸向き

⇑
⇓

中部・関西向き

関西向き

⇑
⇓

中国向き

関西・中国向き

⇑
⇓

四国向き

北海道

向き

⇑
⇓

本州向
き

東京向き

⇑
⇓

中部向き

中部向き

⇑
⇓

関西・北陸向き

関西向き

⇑
⇓

中部・北陸向き

中国・四国向き

⇑
⇓

九州向き

※現行の長期展望のとりまとめ後に広域系統整備計画を策定した、中部関西間（中地域ループ含む）、中国九州間の増強を含まない



34 需要・電源の設定等が連系線潮流へ与える影響
（ベースシナリオ（増強前））

◼ 次に、燃料費・CO2対策コストに加え、その他前提条件（ベースシナリオによる需要・電源の設定等）も合わせて
変化させた場合の連系線潮流（ベースシナリオ（増強前））を確認した。

◼ 燃料費・CO2対策コストのみ変更させた場合と比較し、東京エリアへの需要配賦の増加（400億kWh程度）に
伴い、東京エリア向きの潮流が増加する傾向となった。

[単位：万kW]

連系線潮流の横軸は、8760時間分の潮流を昇順に並べたもの

【凡例】
：現行の長期展望（ベースシナリオ（増強前））
：燃料費・CO2対策コストのみ変更
：長期展望レビュー（ベースシナリオ（増強前））

＜現行の長期展望および長期展望レビューにおける連系線潮流状況（ベースシナリオ（増強前）） ＞

北海道

向き

⇑
⇓

本州向
き

東北向き

⇑
⇓

東京向き

東京向き

⇑
⇓

中部向き

中部向き

⇑
⇓

関西・北陸向き

北陸向き

⇑
⇓

中部・関西向き

関西向き

⇑
⇓

中部・北陸向き

関西向き

⇑
⇓

中国向き

関西・中国向き

⇑
⇓

四国向き

中国・四国向き

⇑
⇓

九州向き



35 （参考）長期展望レビューにおける燃料費＋CO2対策コスト 

出所）第89回広域系統整備委員会（2025年5月30日）資料2
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_89_02_01.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/kouikikeitouseibi/2025/files/seibi_89_02_01.pdf
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37 今後の進め方

◼ 今回、長期展望レビューにおけるシナリオの設定および需要・電源のエリア配賦について整理した。

◼ 当該整理をもとにシミュレーションを実施し、次回以降の本委員会にて、状況変化が現行の長期展望に
及ぼす影響を確認した結果等を示していく。なお、第３次広域系統長期方針等に向けた今後の検討
においては、必要に応じて国の政策動向等を反映するなど、柔軟に対応していく。

項目 長期展望レビューの前提（需要と電源の設定）

需
要

年間総電力量 • 将来の電力需給シナリオの12,500億kWhモデル（2050年）。

要素ごとのロードカーブ
• 将来の電力需給シナリオの考え方を基本に設定。
• 現行の長期展望と同様、水素製造・DACの可制御需要を模擬。

シナリオ・エリア配賦

• ベースシナリオ：将来の電力需給シナリオのエリア配賦（2050年の12,500億
kWhケース）。

• 電源立地地域への需要誘導が進展する／限定的なシナリオ：
一部要素（データセンター、半導体、水素製造、DAC）のエリア配賦を変化させ、
政策誘導等による需要と電源のアンバランス度合の変化を設定。

電
源

電源ごとの設備量 • 第7次エネ基や国の審議会における政策的議論等を踏まえて設定。

シナリオ・エリア配賦

• 電源のエリア配賦は各シナリオ共通とし、供給計画最終年度の設備量や接続契
約申込済の電源を考慮するなど、現行の長期展望と同様の考え方で設定。

• 再エネ電源（太陽光・陸上風力・洋上風力）の一部を需要比率で配置した場
合や蓄電池の設備量を変化させた場合で感度分析。

• 将来の電力需給シナリオでの再エネ電源（太陽光・陸上風力・洋上風力）の値
を活用した結果を参考として示す。
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